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【社員のレベルアップは通信教育で】
  春コース（４月開講） = ２年制
  秋コース（10月開講）=２年制
通信教育科目履習制度スタートします。
詳細はHPよりご確認ください。

【眼鏡技術者への第一歩は全日制で】
●第一眼鏡学科（高校卒）=3年制
●第二眼鏡学科（短大・大卒）=2年制

目指す資格は
国家検定資格「眼鏡作製技能士」！

学生
募集中！
学生
募集中！

〒169-0073 東京都新宿区百人町2-26-10
TEL.(03)3360-7046 FAX.(03)3360-7143
http://www.toc.ac.jp

東　京　
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大　阪　
TEL. 06(6253)1436  FAX. 06(6253)1430
福　岡　
TEL. 092(414)6065　FAX. 092(413)7717

アイプリモが広州2店舗目

　①昭和43年4月。平成12年に日本
眼鏡専門学校と早稲田眼鏡専門学
校が合併して開校。平成16年に校名
を東京眼鏡専門学校に変更。
　②卒業生6769人（全日制4092
人、通信教育2597人、ケチャム通信
80人）。在校生451人。
　③英会話、心理学、人体のしくみ、
光学入門、光サイエンス、眼鏡光学、
光学機器、眼科学、薬理学、眼のしく
み、屈折測定論、両目視機能検査、眼
鏡製作・調整、フィッティング実習、コ
ンタクトレンズ、流通論概論、眼鏡店
経営、眼鏡店マネジメント、メガネと
ファッション、カラーコーディネイト、人
間工学、プロダクトデザインの基礎、
手作りメガネ工房、学内実習、学外学
習など。
　修学旅行（国内・必須）＝フレー
ム・レンズ工場見学。
　④実践的な眼鏡技術者・眼鏡店経
営能力者の育成と人格面での形成を
目指す。

　▽3年制カリキュラムと少人数制の
授業▽外部の眼鏡店等でのインター
ン制度により、実践力を強化▽クラス
アドバイザーによるきめ細やかな勉
学・生活指導▽ガイダンスや企業研
究など万全の就職指導。
　⑤2020年度より通信教育におい
て、ビデオ受講を多数取り入れ、従来
のスクーリングと併用して、より受講し
やすい形をとった。
　⑥2021年度の就職希望者はほぼ
全員就職した。
　2022年度は昨年に続き新型コロ
ナウイルス感染症の影響により、求人
数は引き続き厳しい状況が続いてい
る。
　⑦専門学校卒業生の強みである
実践力を増々強化し、即戦力の眼鏡
技術者を養成したい。
　▽学生の教育水準を引き上げ、実
践的な技術者を輩出する▽国家検定
資格「眼鏡作製技能士」の取得を目
的とする教育を目指している。

■愛眼は2025年までに
　全店舗在籍を目指す

　メガネ・補聴器を販売する「メガネの
愛眼」を運営する愛眼㈱は、2025年ま
でに国家検定資格「眼鏡作製技能士」
取得者の全店在籍を目指すことを12
月9日付で発表した。
　同社では、「お客様の目を大切に考
え、目の健康を守る」こと、眼精疲労の
少ない「快適な視力補正」を顧客に提
供すること、ファッションや生活シーン
に合わせてメガネを着替えるオシャレ
の楽しさに気づいてもらうこと、これら

を社会的な使命と責任と捉え、眼鏡専
門店として高い技術力や知識の向上
に努めている。
　その教育の一環として、新設された
国家検定資格「眼鏡作製技能士」の
取得に取り組み、128名のスタッフが
合格した。2025年までに全店舗に1名
以上、資格取得者が在籍するよう目指
している。

■JINSが従業員500名の取得を
　目指し社内教育機関を設立

　また、今年の2月には㈱ジンズが2024

年までに500名の従業員が「眼鏡作製
技能士」を取得することを目指し、資格
取得を目的とした社内教育機関
「JINS Academy」の設立及び従業員
への教育研修を担当しているトレーナー
職などの従業員に対する外部眼鏡専門
学校への就学支援の2つのサポート体
制を開始したことが発表されている。
　同社は、“Magnify Life＝人々の生
活を拡大し、豊かにする”というビジョ
ンを掲げ、これまでも顧客に満足しても
らう店舗運営と、従業員の接客レベル
の向上に努めてきた。今回の国家資格
新設を受け、資格取得者を社内で育

成し国内の全452店舗（2022年1月
末時点）に配置することで、これまで
以上に安心かつ満足度の高いサー
ビスの提供が可能になると考える。ま
た、高い能力を持つ人材資源の開発
に注力することは、個人の活躍の場
を拡げることにもつながり、JINSの
持続可能な成長や、社会のダイバー
シティ&インクルージョンにもつなが
る。そこで同社では、2023年の内に
計150名、2024年の内に計500名
の従業員が国家資格を取得すること
を目指し、どこよりも充実した教育体
制を整えた。

　GIA（米国宝石学会）は、2025年ま
でにすべてのレポートを、紙形式から
デジタル形式による発行へ転換するこ
とを発表。2023年1月よりデジタル
GIA ダイヤモンドドシエの発行から
開始する。
　2025年までにすべてのGIAレポー
トをデジタル形式に転換することで、
毎年20トン（２万kg）の紙と18.5トン
（1.85万kg）のプラスチックを節約し、
輸送関連の二酸化炭素排出を削減す
ることができる。
　また、新しいデジタルレポートは、フ
ルリニューアルしたGIAアプリ上で、従
来と同じく信頼のおけるダイヤモンド

情報を、従来より更に安全で
便利なフォーマットで提供す
る。ダイヤモンド情報の検索・

閲覧・保存・送信が可能となり、GIAレ
ポートの利用はこれまで以上に安全
で便利に、これまでにないダイヤモンド
体験が可能になるとしている。
　社長兼CEOのスーザン・ジャック
氏は、「GIAのデジタルレポートは、
我々の数十年にわたるイノベーション
の上に構築され、ミッションである消
費者保護の側面をさらに推し進めま
す。この重要な変革により、GIAは消
費者の皆様に、まさに現代的かつ魅
力的な体験を提供し、同時に、より持
続可能な未来に向けた業界の発展に
貢献することが可能になりました」と
述べている。

　国際的アート見本市「アート
フェア東京」が、2023年3月10日
～12日（9日は招待日）に東京国
際フォーラムで開催される。
　17回目となる同フェアは、引き続
き活況な日本アート市場を背景に、
144軒のギャラリーが一堂に会す。
　内外の人の移動がコロナ前の
状態に急速に回復するなかで、同
フェアの開催も2021、2022年と
も回復の方向にあり、各国のギャ
ラリーが国をまたいで出展に踏み
出すなど、徐々に以前の活気を取
り戻している状況だ。
　2020年の中止以降、来場人数制

限を行なっていたが、売上金額は
2021年で30.8億円、2022年は
33.6億円と過去最高売上高を更
新している。
　2023年は、日本最大級のアート
フェアとして、長い美術史のなかで
さまざまなジャンルの作品を生み
出してきた日本独自のアートシー
ンの卓越性とともに、「多様性
（Diversity）」という世界のアート
マーケットのトレンドを体験する場
となる。そのなかで日本のアート
マーケットが継続性を保持しなが

らいかに「変動（change）」をしていく
かを、会場で直に感じたい。

　昨年11月に、総勢
6,089名のメガネの国
家検定資格「眼鏡作
製技能士」が誕生し
た。
　さらに、眼鏡作製技
能士と眼鏡作製技能
士が在籍する小売店
を国民に広く認知、啓
蒙する業界団体として
「一般社団法人日本メ
ガネ協会」が設立さ
れ 、現 在
会員を募
集してい
る。
　会員には、眼鏡作製技能士会員、小
売店会員、賛助会員の3種類あり、今
回に限り、技能士会員の年会費は無料
となっている。募集期間は2022年11
月16日～2023年2月28日まで。
　眼鏡作製技能士会員＝①氏名、在
籍企業名、顔写真や得意分野等の個
人プロフィールをポータルサイトで紹
介。②リカレント教育（生涯教育）を受
講し、理解度確認後、上級レベルを表
す認証（専用バッジや認証）を貸与。ま
たリカレント教育（WEB形式）は、原則
永年無料で受講できる（一部有料）。
③年数の経過とともに、ポータルサイト
を通じて寄せられる口コミにより、評判
の良い眼鏡作製技能士として評価や知
名度が高まる。年会費＝7,000円／人
（3年毎に更新。更新料は3,000円）。
　小売店会員＝①眼鏡作製技能士が
在籍する店舗名をポータルサイトで紹
介。②有資格者が在籍することを表示
する各種販促物の提供を受けられる。
③将来、眼科医から推奨店に指名さ
れた場合、集客や信頼度UPが期待で
きる。④リカレント教育に要望や評価
を行使できる。年会費＝5000円／有
資格者在籍1店舗。ボランタリーチェー
ンや組合単位の加入もできる。
　賛助会員＝①ポータルサイトで企

業・団体・個人名が公
開され、認知度やイ
メージがUP。②リカレ
ント教育やその活動に
参画でき、ビジネス上
でもメリットを期待でき
る。年会費＝企業・団
体50,000円／口、個
人5,000円／口。
　眼鏡作製技能士の
指定試験機関を担う
のは、公益社団法人日

本眼鏡技
術者協会
で、眼鏡関
連では唯

一の内閣総理大臣認定の公益団体と
なる。
　同協会は、眼鏡業界の技能水準向
上のために、確かな知識と技能で、最
適・快適な眼鏡を提供する眼鏡のスペ
シャリスト「眼鏡作製技能士」の認定を
行っていく。
　なお、一般社団法人日本メガネ協会
より一般消費者向けホームページが
立ち上げられ、「眼鏡作製技能士」初
の一般消費者向け公式サイト「かけご
こち」では、「眼鏡作製技能士」につい
ての解説や紹介、また「眼鏡作製技能
士」が提供する知識や技能について、
一般消費者に向け、わかりやすく解説
している。h t t p s : / / k a k e g o k o -
chi.com/。
　第二回の国家検定試験は2023年5
月17日（1級・2級）に学科、8月に実技
を予定している（学科試験合格者のみ
対象）。
　申込期間は、学科：2022年12月1日
～2023年2月28日。実技：2023年6月
1日～30日となっている。
　受付方法は、インターネット等。申込
は個人と団体の2種類。
　会場は全国8会場を予定。
　 詳 細 は 公 式 サイトで 確 認を
（https://www.megane-joa.net/）。

　バリュエンスホールディングス㈱は、
2022年10月に国内リユース企業初と
なる「The Fashion Pact（ファッショ
ン協定）」に加盟。日本企業としては2
社目となった。
　同グループは
2011年の設立以
降、ブランド品や骨
董・美術品のリユース事業をビジネスの
中核に置きリユースの普及促進を通じ
て国内外でサーキュラーエコノミー推
進に注力してきた。2021年5月には国内
リユース業界としては初の取り組みとし
て、LCA（ライフサイクルアセスメント）の
手法を活用した環境フットプリントの削

減貢献量を算定し「ResaleImpact」と
して公開。またこれを皮切りに2022年5
月以降、ヴィンテージ・ブランドショップ
「ALLU」の全店舗とオンラインストアに

て販売する大半の
商品タグや商品情
報に、二酸化炭素
排出や水使用の削

減貢献量を記載している。
　今回の「The Fashion Pact」への
加盟により、ビジネスの中核であるリ
ユース事業のさらなる推進はもちろん
のこと、社会的課題と向き合い、国内
外におけるサーキュラーエコノミー拡
大に向けて活動を強化していく。

　田中貴金属グループの
製造事業を展開する田中
貴金属工業㈱は、長谷部
光泉氏（東海大学医学部
医学科教授／慶應義塾
大学医学部客員教授／マ
サチューセッツ工科大学

／ハーバード大学医学部Visiting Pro-
fessor、医師、医学博士、工学博士）が組

成する日本発の医療系ベンチャーキャピ
タルファンド「DMC（Diamond Medi-
no Capital）1号投資事業有限責任組
合」へ出資したことを発表。現役の医学
部教授が代表を務める医療系ベンチャ
ーキャピタルファンドの設立は日本で初
めての試み。田中貴金属工業は今回の
出資を通じて、日本国内の医療・ヘルス
ケア業界の技術発展に貢献していく。

　アイプリモが中国・広州に2店舗目を
12月15日にオープン。中国本土事業
においては23店舗目となった。
　日本ブランドの高品質商品への信

頼感は強く、平均購買価格は日本と比
較して高い。実際に見て手に取って買
いたいという需要も高いため1級都市
である広州市に2店舗を目決めた。海
外売上比率は4割を超えている。

①設立年月日
②卒業生数、在校生数
③カリキュラム
④教育方針
⑤この１年間の自校の変化
⑥昨年度就職状況、今年度就職展望
⑦今後の教育展望
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眼鏡作製技能士が在籍する小売店を
国民に広く啓蒙していく
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